












































































































































































　焦点距離が 920 mmで、接眼レンズの焦点距離 20 mmのレンズでは
920÷20＝46（倍）
　対物レンズの焦点距離 920 mm口径 80 mmの天体望遠鏡の場合、京都市

























































　18 時 30 分頃に西の空に月と並んで木星が見えるはずである。




18 時 20 分 星１つ（一番星）が出現。
10　（小川）
18 時 30 分 南南東に星　数個確認。
 東に満月が出てきた。
18 時 37 分 オリオン座、冬の大三角確認できる。
　　天体情報パレットを開く
















































































































































































































お わ り に
　これまでに述べてきた取り組みをしている中で、天体に対する認識が変
化した学生が出てきた。ゼミ生の卒業論文の一部を紹介する。
卒業論文　　　理科教育における天体の意義と授業方法 古山宜孝
　私は大学生ですが、ゼミの合宿が私のゼミに
はある。３回生の時にもあり、はじめにで書い
たように星や天体に全く興味がなかった。
　正直な話をすると「めんどうくさいし、星に
興味ないけれど単位のために行くしかないか」
と思っていた。でも、夜実際に外に出て天体望
遠鏡や双眼鏡を使って星単体を見たり、実際の
目を使って星座などの星全体を見てみると先ほ
ど思った「めんどうくさい」という感情が消え
ものすごく感動をした。他の学生たちもテンシ
ョンが上がったのか、「すごい、きれい」など
と感動をしていた。
　当然４回生の時にもそのゼミ合宿はあった。
やはり星を見て今回も感動を得た。新しく入っ
てきた３回生のみんなも感動していたと思う。
また今回はふたご座流星群の流れ星を見た学生
が「うわっ流星」と大きな声で騒いでいた。私は見逃してしまったが、流
れ星はほとんど一瞬しか見られない。その機会を逃してしまうと次はいつ
見ることができるのか分からない。流れ星は一期一会でしかない。
　大学生ですらこのように流れ星を見て感動したり、夜の星を実際に見て
感動したりすることができる。それならば小学生なら実際の自分の目で直
（小川）　19
に満点の夜の星空を見ることで感動し、興味をもってもらうことができる
と思う。写真で見る星空と実際の自分の目で見る星空は全く違う。だから
こそ理科の目標でもあったように、実際の体験をする必要があると思う。
実際体験することが一番の興味、関心につながるのではないかと考える。
　何人もの学生がこのように五感を通した体験活動の重要性を感じている。
観察会をする前のプレゼンテーションも実際の空の様子をイメージ化する
のに有効である。星の色は、京都市の夜空では光が弱く、目視ではオリオ
ン座のベテルギウスでさえ白色に見えてしまうが、写真撮影では鮮明に赤
色であることが分かる。また、ものづくりをはじめとして天文に関する興
味関心を高める方策や ICTを活用した指導法も今後さらなる研究が期待
される。
参考文献
小学校学習指導要領解説　理科編　　平成 20 年８月　　文部科学省
小学校理科の観察実験の手引き　　　平成 23 年３月　　文部科学省
（大谷大学講師　教育学）
〈キーワード〉星座、ものづくり、ICT教育
